












熊本のみんなの家（規格型・本格型）　ーできる限り多くの仮設住宅に憩いの場をー

仮設団地の整備にあたっては、伊東豊雄コミッショナーからの助言を受けながら、被災された
方々の痛みを最小化し、少しでも豊かに暮らしていただけるよう配置計画を工夫しました。

●   従来よりもゆったりとした配置計画とし、掃き出し窓や縁側を各住戸に設置
●   集会施設を「みんなの家」とし、「みんなの家」に隣接して広場空間を配置
●   住戸は3戸程度までの長屋とし、住棟間に小路(コミュニティ動線) や木製ベンチの設置

＜熊本の仮設住宅計画の特徴＞

住棟間に設けられたベンチと軒下空間、住棟間のコミュニティ動線 従来よりも広く、ゆとりのある住戸配置

ゆとりを持った整備により生まれた余白の空間は交流の場にもなった 全ての住戸に設けられた縁側空間

「みんなの家」や交流広場では様々な催しが行われた「みんなの家」と広場空間を活用したそうめん流し

「あたたかさ」「ゆとり」「ふれあい」のある仮設団地を目指して
























